



Shakespeare's Place-Names Commentary : Julius
Caesar













This commentary is designed to treat the names of places in Shakespeare's 
plays. Although the names of places are formally noted in many editions， they 
are summarily dismissed-usually in a line. The names of places stand in the 
background of the natural environment， and they are c10sely r巴latedwith history 
of man. 
This commentary is attempted in the be!ief that knowledge of the names of 
places is an important step in understanding human works in many fields 
especially in Iiterature. 
“Some preliminary preparation is necessary to understanc1 any great works 
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七つの丘(:1項参看)の一つであるパラティノ PalatineHill (Monte Palatino 





わち， palace (英)， palast， pfalz (独)， palais (仏)， palazzo (伊)。丘の近くはテ
グエレ川が流れ， また辺りは湿地(沼)市(注2)室長看)であったから軍事的に
みて 1，放を防ぐに格好の地形であったと考えられる。 この丘にアルパ・ロン
































































の大理石の門， 37の城門， 25の街道， 8つの矯， 29の大通， 423の町とこれら
に交差する無数の道路， 2つの大市場， 8つの大広場， 11のフォールム Forum
(広場)， 10のパシリカ Basilica(会堂)， 2つの円形劇場 2つの劇場 2つの
競技場， 1，152の泉， 11の公衆浴場， 856の個人浴場， 190の穀倉， 254の製
粉所， 28の図書館， 4つの営舎をローマは有していたといわれる。
2. Tiber T. i. 50 
イタリア語で Tevere。古くは AlbulaとIlYi工、れていたが，後この川で溺死
したアルバ・ロンガ (1項参新1の王 Tiberinusの名から Tiberis，Tibrisある
いは Tiberinusと名づけられた。イタリアで最長ではないカ16)，最も有名な
川で，アベニン山脈 TuscanApenninesにその源を発し， Pieve Santo S印刷
fano (43.40N 12.02E)の町を南に下がり， Perugia (43.07N 12.23E)の市の








リオ橋 PonteÆmilius は前 181 年~179 年のものである。南地区にかかる
アベンティノ橋 PonteAventinoのその原形はテヴェレ}1にかけられた一番
最初Jの橋スブリーチョ橋 PonteSublicio， Pons Subliciusであるが，これは
アンクス・マルキウス(注22)参着1のかけたものである。また北地区，速く
ブィレンツヱにでるフラミニア街道 ViaFlaminiaにかかるミルヴィ寸橋









る。これより先 135年に帝は自分と一族のために刷 Mausoleull1of Hadrian 
(現今は聖天使城 CastleSant'Angel口といわれる)を建てた(完成:土帝の死後の1:19年)
が，この橋はこの隔の参道をかねるものである。このj樹にはハドリアヌス帝，
次のアントニヌス・ピウス帝 AntoninusPius (r. 138 年~161 年)，マルケス・
アウレリウス帝 MarcusAureliusl8) (r. 161 年~180 年)からカラカラ帝19) に
至るローマ皇帝がJ:1fl葬されており，また城塞，牢獄として使われるなどその









































最高の知慧を神格化したミネルヴァ Minervaの3尊を記り， Temple of 
































ストウス幻)はウェスタの神股28)Temple of Vesta， Tempio di Vestaの近く
にシーザーを記念する神殿を建てた。これが「神なるユリウス(シーザー)の
神殿JTemple of Julius Caeserであった。 正面には祭壇をその中央に持つ
ロストラ Rostra(海戦で捕獲した敵船の船鴫で飾った演壊)が設けられていた。 そ





























































で眼を見張るばかりのものにはサトウルヌスの神腔 Templ巴 ofSaturn， 
Tempio di Saturnoがある。農業の神サトウルヌスに捧げられたものでイ
オニア風の柱が前面に 6本， 後方に 2本， 計 8本の常々たる姿で創建は前
498年であるが，現在のものは土台が前42年，柱は 4tl:紀のものである。次
に日につく美しい柱は双子神カストルとポノレグスの神障 Templeof Castor 
and Pollux， Tempio di Castore e Polluceで前484年に奉献された。 151仕
組頃からこの神殿は 3本のコリ γ ト式の美しい円柱と士台を残すだけとなっ
た。この近くに小さな円柱の一部が残っているのがウェスタ神殿である。ま
たこのフォールムには2つの凱旋門が残っている。一つはセプティミウス・
セウェルス帝(注 19)参宥)凱旋門 Archof Septimius Severus， Arco di S巴t・
timio Severoでこれは帝が 197年-202年にバルチア (10項参看)における
勝利と， 帝の在位 10年を記念して 203年に建てられた高さ 23m，隔 25m
のものである。今一つは「人類の寵!日Jthe delight of mankindとl呼ばれた
ティトウス帝 TitusFlavius Sabinus Vespasianus (ca. 40年-81年)の凱旋門
Arch of Titus， Arco di Titoで，現存する凱旋門のうちの最古のもので，
70年の帝のユダヤにおける戦勝を記念し，次の皇帝ドミティアヌス帝 Domト
tianによって 81年建てられた。高さ 15.4m，幅 13.5mのやや小型であるが，
(26) 





なお， シェイクスピアの心のなかではこの Capitolをロンドン塔 the
Towerとしていたらしく;and the high east/Stands， as the Capitol， 
directly here. (I. i. 111)は彼が属していた劇場，すなわちロンドン橋を渡っ
たテムズ河の南， Banksideにある地球座 th巴GlobeTheatreからみると，
ロンドン塔が丁度真東に位置していたからである。








ただ単なる伝説と思われていたが，シュリーマン HeinrichSchliemann (1822. 
1. 6~ 1890.12.26)の1871年 10月から凡そ 20年の歳月をかけた本格的発掘
によってトロヤの廃域は現実のものとなって世に現われた。
5. Pompey's porch 1. ii. 126 




で， ローマで初めて建てられた石造の劇場であった。 収容人員は 12，000人
(27) 
378 竹内豊
附図 6 μ---:r r十]1ド心部 (2)
(異説 17，500人， 17ヲ580人ヲ22，580人。プルターク説40，000人)という巨大な
ものであった。この劇場とその付属の柱廊は昔カンポ・マノレツィオ Campo
Marzio， Campus Martius (附凶 2，4)と呼ばれるところに建てられた。今
日，町の中心部からいえば，ヴィトリオ・エマヌエレ通り CorsoVittorio 
Emanueleの西南， サン・アンドレア・テ、ッラ・ヴァレ教会 Sant' Andrea della 
Valleの南の辺りで， またこれを逆に川の方からいえばテヴェレ川にかかる





6. Olympus II. i. 74 (附閃 1及川 7)
古代にはギリシア，小アジア地方にこの名のつく山がし、くつもあったがお)3
(28) 






神として以下， へーラ~ Hera， アポローン Apollon， アプロデイーテ-
Aphrodite，ア(ー)レース Ares，へーパイストス Hephaistos，へルメース
Hermes，ポセイドーン Pos巴idon，ディオニューソス Dionysos， アルテミ
ス Artemis，アテーナー(アテーネー)Athena，デーメーテール Demeter，






























附図 7 ギ リシ ア
によって荒されてから歴史上から消えた。
ブルータス (ブルートウス)，キャ シアス (カツ シウス)の二人がアントウニ
アス (アントニウス)側とフイリッ パイ (フイリッピ)で戦うまでに彼等二人
は個々に小アジアを中心に各地を転じて軍隊を集めていた。それについては
Plutarch's Lives (Brutus， XXVIII-XXXVIII)に詳しい。
(30) 
「ジュリアス・シーザー」地誌考 381 
8. Philippi IV. ii. 169 (附図 l及び7)
ギリシアのマケドニア地方サロニカ市 Salonikaの北東約 120km，カバラ













を行なった際， この地にヨ ーロッパ最初の教会を建て，また 10年後パウロは
ローマでの幽閉の身からこの地の信者に書簡を書き送っているのである。そ
れが『愛の書簡ji，IF歓喜:の書簡』ともいわれるピ リピ書である。
9. Hybla V. i. 33 (附図 1) 
イタリア半島の南西端， シチ リア島 Sicily(シシリー島)にあって， Hybla 
Magna， Hybla Majorとも称される古代の町で，エトナ山36)の南丘陵地常に
あって，現在のパテルノ Paterno(37.34 N 14.55 E)の辺りと推定される。






10. Parthia V. ii. 37 (附図 1)
古代イラン Iranの王国。カスピ海 CaspianSeaの南東， J見在のイラン高原
北東の地にイラン系遊牧民がシリア王国 Syria(1]1]名セリュー カス王国 Seleucid)
から独立して建てた国で， rt'国の史料に「安息」とあるのはこの国の王朝名
アルサケス Arsaces を写したもの。 I市 7 佐紀頃からたえずベルシア (~7同や
マケドニア rr(J~国やシリアピ国(セリユーカス王同)に支配されていたが，前







彼等の calvalry(騎兵)は有名で今IJその戦法から Parthianarrow (shot， 
shaft)とか Parthianglanc巴の昌薬を生じている。
11. Thasos V. ii. 104 (附凶 l及び 7)
F版では TharSLls，North版は Thassoso 北エーゲ淑にあるマケドニア
の島。エーゲ海域第ーーの金山があり， また対岸トラキア Thrakiの金1lも有
する財政豊かなポリスであったため前708年から人がH:み， li 492年にはベ
ルシアに， 前 465年頃にアテネに，その後マケドニアにも支配されたが， sI) 









l'I Vatican City State， Citt占delVaticanoo 1929年 2月 11日ラテラン条約がイタリ
ア政府と教皇げとの聞に成立し教皇を国家元宵とするヴアテイカン市国が生まれた。
f甘代ローマ時代はこの辺ヴアテイカンの丘付近は皇帝ネロ Nero(Full nameはNero
Claudius Caesar Drusus Germanicus ; Original nameはLuciusDomitius Aheno-
barbuso 37年12月 15日生， 68年 6月9日正!殺。r.54 年~68 年)の競技場であり，





治lのブ1 トリッ 7教会の最大にして，技も l尊厳な型ヒエト日大型常 St.Peter's (Basilica 





4) llia， Rea Silvia， Rhea SiJvia 




f1)がウェりア Veliaでアォーロ・ロマ F ノに通ずる。東南部が狭義のパラティウム
Palatiumと呼ばれ， チノレコ・マッシモ(注 22) 参者1 を見降ろす佼f8~ にある。 西北部
がこのケノレマロスでカピ lノレのrc，すなわむシュピターの神!政 (3明参者)にle'Jってい
るo iJI綴 Germ礼lus。またふlミ8)を右よ。
7) Plutarch's Lives， Romulus， III， 2~ IV， :2(~プノレターク英雄伝~ JI，lf{，第 1分HU59 
真~60 頁)0
8) í ローマ」の名の起源につい引工『フ。ノレターク英雌伝~(ロームノレスの 1 章及び 2 章)に
も詳しく， まf:_:1 平にも|情示的と忠われる記述がある(JII訳出J.'1 ~58 頁，及び 60
roが， D-~に上記 it tものケノレマロス(ゲノレマノレス) と狭義のパラティウムが了皮乳房
¥ruma)の7[;をしごいたことにr+tるという説もある。
9) 木劇1.i. 72とIIf.i. 10，)に/1る Lupercal:上 2月 15日に行なわれるロ戸マ城壁mめ







10) ブ。ノレタークでは συ件。ρ ，8ó~=swineh巴 rel すなわち豚飼となっている (Romulus ， VI. 1)。
11) 注 6)及び 8)に|司じ。
12) プノレターク。邦訳，第 1 分冊 61 頁 ~62 瓦。
1:1i 7'ノレター ク o J[i ~尺， 第 1 分間 66 一良 ~68 真。








の祭クワイリーナ p リア Quirinalia 土2月 17日であったが，彼の祭式についてはな
にごとも伝わらなL、。彼はロームノレスと同一視され，その後ホ F ヲHor;Jもロームノレ
スの妻へノレシりア HersiliaとI司ヒであるとされている。 (i白¥i辛『ギリシア・ p ーマ
神話辞典~ì
16j 最長のJlIばポ--JlI PO (padus， Erielanusiで全長約 650k1110 ~ヒイタリプを流れてア
ドリア海 AclriaticSea に注ぐ。
17) Hadriano またの名 Adriano Full Latin nameでl土 PubliusAelius Hadrianus 







So!way LineにI没げられた全長約 118km，高さ 5m，I幅2.5mの石材と粘土で築か
れたものであった。
18) アントニヌス・ピウス帝とマノレクス・アウレリウス帝はハドリアヌス'市'とその二人の前
W?ネノレウァ市 MarcusCocceius Nerva (ca. 30 年 ~98. l. 270 r.96 年~98 年)及び
トラヤヌス子Ii'Marcus Ulpi山 Trajanus(ca. 53 年~1l7 年。 r. 98 年~117 年)と共
にh.賢!市と称手れる。「ネノレ巾ア市， [弓ヤスス.;w，及びハドリアヌス l背が帝国にもた
らした平和と繁栄の時代は，二位紀のアントニヌス・ピウス帝ヲ及び、マノレタス・アウレ







マ知事ウノレビクス Q.Lollius Urbicusがブオース河とグライド河の地狭 Forth-
Clyde Tsthmusに遠征を行ない，ハ lリアヌスの長城に倣ってこの線に第二の長城を
築いた。そうしてそれは時の皇帝ア γ トユヌス・ピウス'ii干に因んで「アントユヌスの
長城JAntonine Wallと呼ばれる。 この長城ばハ lりアヌスの長城に比べて長さも
短< (約 60km)，また強度も貧弱なものであった。






名となっている。 ~JJ 仁1220m，奥行 114m の煉瓦造りで， 206年也プテイミウス・ 1て
ウェノレス帝 LuciusSeptimius Severus (146 年~211 年。r. 19:1年 ~211 年。ブリタ
ニアに赴いてハドりアヌスの長城を修復し‘しfiLlfスコットランド道/11を1tてカレ
ドユアに親征したが成功せず， エフラグム Eburaccum，Eboracum;現在のヨーグ
Yokeで211年 2月 14日病死し た)が着手し， 216年カラカラ帝の時に完成したの現
在この廃域はその規模が利用され夏の夜の野外オベラの上演の場となっている。
20) Giacomo Puccini (1858.12.22-1924.11.29)。イタりアの歌劇作曲家で『トス力』の
他に「ラ・ボヱームJ]， IT'虫'1¥々 夫人』等の成功作で名を成した。











ローマの伝説的同主第5代タルクィニウス・プリスグス LuciusTarquinius Priscus 





i刊で， ローマにきて第4代同王，すなわち自分の前代王アンクス・ 7 ノレキウス Ancus
Marcius (白ij640 年~616 年)の息子た b の守役となってし"見にはアングス・ 7 ノレキ
ウスの知I遇を得て)，彼の死後二いの息子たんを斥げて(一説には賢明なfj-t川、によっ ei
T1~! に np ，、た。彼[工今でもテヴヱレ川;二大ぎな訓水渠の ul:(j-fl を見ることので主るケ
ロアカ・マキジマ CloacaMaximaという下水道の建設(うJじ成l工自iT510 {fスペルフスの
手になる)をな Lたといわれる。 これは低j也のフォ--fl ・ロマーノにた主る水を羽!除
し土うと Lたものである。主7こパヲティヌスのf壬の南，アウェンティヌスの圧との間
にあって，長さ 500m，約 :~O 万人の観宥府を有したといわれる野外競技場，いわゆる
チノレコ・ 7 ッシモ CircusMaximus， Circo Massimoを建てたといわれる。このよう
に都市や諸般の1i11度を警備したがヲ彼ヵ1王伎を自分の奴殺の子セノレウイウス・トウリ
ウス ServiusTullius (前 578 年~534 年1 に譲ろうとしているのを知った旧主マルキ




更に各グヲシス所属のケン 1ウリア centuriaに配属する，というものであった。 ま
















ラティヌス LuciusTarquinius Col1atinus 0)美しい妻ノvグレティア Lucretiaに懸
想、して脅迫の L これを貯めた。夫はこのことをお!ったが， :Ji'を犯す12忠、のなかった
(36) 







先であって， ζolclBrutus' (1. ii. 145)，‘My ancestors' II. i. 5めとして I-/_¥るイウニ
ウス・ブノレー lウス LuniusJunius Brutus (自.6B.C.の歴史的人物と推定される)




の つの因となった。 ローマの史家リウイウス TitusLivius i英活では TitusLivy 
と記される。前 59 年~後 17 年。 40 余年を費 L て『ローマ史~ Ab Urbe Conclita Libri， 
142をと L寸大著作を著わLた}によると， ではこの神殿の建立に熱仁l'して人民を液
型宇させた。主たクロアカ・マキシマのご[主主ーも同じであった，という(マキアヴェリ『ロ
マ史論』子1訳，第3巻， :1 1 頁 ~32 頁1。 マキアヴヱリは，王は人l乏をこき使った?
と述べている「マキアヴェリ，同君， 31 rn。
24i Lucius Cornelius Sulla (c札前 138 年~78 年\0 ローマの貴族て、高等教育を受け，ギ
リシア文学を愛好ltこが，放蕩者でもあったの軍人ヲ政治家と Lて活断!。はじめ民衆
i恨の執政官マリウス Gaius(あるいは CaiusiMarius (前 155 年~86 年。 ローマの
軍人。平r~ の/1-11 であって，従来の市民兵市lJ ilt を捨てて，会民を:jßめた軍隊を組織 l たの
'fC事r(;才能はあったが，教廷に乏しく，残忍且つ事に j!，わたってtHI劣であったと¥，，jラれ
るの前 107，103， 102， 101， 100年;こ執政守となった。更に古Ij87年間族i去のスヲ派の
大声殺をローマで行ない，白Ij86年7皮円。ヲ執政rとなったがうギ'E{壬わずか 17日，ス
ラを恐れながら病死Ltこi0ヲ i~l: ドであったが，のも 11えから紛れ， やがては対立するよ
ろになったの iIij 88年スヲ執政令となり，この頃 2人の抗争が激化Lた。 Iltも/c< 
スヲl土マリウスを.Iu牧Ltこが司この時スヲ;土ロ---7の軍隊をロ マに攻め込ませた。
三れはローマ人がローマを攻めた最初の事flー であった η スラ Itlij 82年マリウス死後
のマリウス派に対l í故初はー人ずつりIJ 々に裁判11 て ~lil1 t.こが，後にはH阪がなくなっ
たので， 12，000人も L、たすべての人々を 1);所に集め， lijに1'分合泊めた人だけにD)J
命を赦1， すべてを殺すように命じたJ(1プノレターク英断伝』邦訳，第 6，也 203頁)
など不法な大作殺を敢行 1，旧来ーとは lfr~ なり任 l机 ;~R限に行iJ の 11;11 限もない終身の手~\宰
1~f となった。 lìíj 79 年突然臓を ~\r L，ポッウーリ Pozz山 )li(プテォリ Puleo!iともい
ろ。ナポリ Napoliの問 )j約 11kmにある保養地1の{、j近の IJ[0fに法いたが， ~~%年奴




25) リヨン大学のミシェノレ・ランボ一 MichelRambaud教授は 35個所と記している。 cf.
M. Rambaud， Cesar，邦訳，寺8¥精哲訳，文庫クセジュ， 148氏。
26) lif 42年の元旦，元老院はシ戸 1戸ーの神格化を決議した。
27) HIi名 GaiusOctaviuso ilf 6:~. 9. 2:1-後 14.8. 190 lij::土シ~. 'Itごーの妹『リア Juliaの娘
アティア Attiaであった。父の死後，シ戸ザ p の保護を受けたが，シーザーが1I自殺さ
れた後，その遺言で，シーザーの美子かつ後継人に指名されていることを知り，前44
:不幸手，ギりシアのエピロス Epirus(Epeiros， Ipiros。現在のエピ 1コス地方)から急逮
ローマiこ帰り， プJイウス・ユりウス・カエサノレ・オクタウイアヌス CaiusJulius Caesar 
Octavianusと改名した。 アントニウスにレピドウスをも加えて 3人て、第2次三頭政































える火が崇拝の X~ 象とされ， 戸ーマの永遠性を象徴する聖火とみなされ， ここに仕え








ンプヲキア湾 AmbracianGulfの入り口の岬である。なお，注 27)及び附図 7参君。
30) Conslantine 1 (ca. 274 年~337. 5. 220 r. 306 年~337 年)0 Full Latin名は Flavius
Valerius Aurelius Constantinus。コンスタ γティヌス大帝 Constantinethe Great 
とl呼ばれる。「ミラノの勅令Jを出してキりスト教を公認する他， ゴ(武官の分離を行
ない，幣制jの改平などを行ないローマ帝国の再建を図った。 ir行は 2人の正帝 Augusti
と2人の副ザ Caesaresによる四分J台市lをやめ 324年専制洞主制lを確立しラ ロ←マ
帝国はドミナトウス Dominatus(専制君主制政期)に入った。 330年異教的伝統の強
いローマから都をピザンチウムに移L， ヨンスタンチノポリス(コンスタンテイノー





ヌy、 世¥)岳称 ConstantiusChloruso Chlorus=the Pale'Q Full name 工Flavius
Valcrius Conslantiuso ca. 250年-::106.7. 25)の第一子で，父の亡き後回U'lr，の地伎を
崩事:ぎ，ブリタ二プの道路整備の大:汁両を立てたが， :")05年1lL!分治ij)IJによる阿帝の一人
デイオグレティアヌス (TE)イriDiocletian (Full Latin名 Gaius(or Caius) Aurelius 
Valerius Diocletianuso 245 年~313 年。r. 284 年~305 年)が退位すると内乱が起き
てjJq分治;IJが壊われはじめた。コ γ スタンティヌスはこの時権力争し、に乗り出して大
陸に出征L，鋭争者をj放って 324年川t--の皇帝となったが， "1、f~ に最強敵のマグセンテ
イウス MarcusAurelius Valerius Maxentiusに打ち勝って勝利を占めたことに関
わる劇的なる伝子Iくは有名である。戦に先立って彼は空中に光る十字架と「これにて勝
てJ[n hoc signo vinccs (=in this sign thou shalt be victorious; under this sign 
be victorious。ある木ではギリシア言丹を以って伝えている。ゐ 'tOl)T~V νíw)という
文字を見たと伝えられている。 312年 10月 28日，テヴェレ川にかかるミノレグィオ橋の
(391 
:190 竹内 市~
近くであった。これより彼1 :!~の印を市旗と i てJn è、た。これは JesusChristのギ
リシア部 (Xρw，rs')のイ二ジヤノレズである。またこの快勝ずで記念して建てられたコン
スタンティヌス大帝の凱旋門 Archof Constantine、Arcodi Constantino 主コロ





:1) Pompe)γ (Jij 106. 9. 29-48. 9. 28io Pompey the Great. Full Latin名(t Gna札lS
Pompeius Magnus。共和政末 J~I の政治家? 将:'F0 iI! 6()年シ-'If _-)'えびロー マの大
富豪クラッスス MarcusLicinius Crassusと第1次 eliJl政治を起こ Lたが，安コリア
J ulia (シーザーの娘)の死とクラッススの戦死で'/ ザーと対-伝してriえれ (Iij48年1
エジプトに逃れ，背の部下に車IJされてタじんだ。大ホンベイウスとit1'，tj;'呼ばれる。
Cl2) Mitylene， Mytilene、Mytiliniとも綴られる。 ILls名 Kastro。レスポス防 Lesbosの
東海岸にあって， エ ゲ海を距てて lノしコにi1Ie、。 ボンベイウス;土1ij65 '¥'.ロー マに
とり宿年の敵であるミトリ夕、テス大王を敗った。この戦役の|祭このレスホスぬの劇場
を殺し〈見てきたものであった。なお通常ミ iリタテス大T Mithridates lhe Great 
といわれるポ γ トス Pontusの王 Mithridates(Mithradatesi VIすなわち Mithri-
dates VI Eupator (ca. iIi B2年~古ij6:3年¥はiIIj88 年から前 64 年の問にお~ 1次，第
2次， 第 3iJくといわゆるミトリタテス戦争を起こ L， ロ戸マに対抗 l， ローマにとっ
ては最大の，最も恐るべきでであったが，最後はボンベイウスに敗れてクリミ7"Cri-
meaに逃げ自殺した。
:l'l) Olympusの名のつく 1Iはこの他ギリシアのヘロボネソス半島 Peloj)onnisosに多<， 
l二このアノレカデイア Arc日dia. ラコ了ア Laconia， イ 1) 7 []ia (エりス Elisiのオリ
ンピア Olympiaの来などとう泊、つての小アジアのりディアヲ リγ -， Lycia，カラず





による)， '1、amburlaine，Tirnur， Timour， Timur Bcyo 帖オ~YG と漢字が当てられる。
1:136.4.8-1405.2.18 (17io モンコ、ー ノレ1¥身のI司教徒で， 1:570年即i:llてからイスラ
ム教í:L~道ーの名を以て')() [(1¥に及ぶl竹統合行なL、トノレゴ司シベリア，インドなれ11，大i'[，'1" 
fと築きとげた。マーロ-Marlowe， ロウ Nichol出 Rowe，ポ-P口eなどがこの英
雄を題材にした作品を残Lている。
36) Etna。イタリア認で MonteEtnaoシシ 1) 沼で Mongi!1ello。 ラテンJ?で Aetna
(40) 
「ンノュリアス・シーが-J地:工、ゴラ 391 
といわれる。 ヨーロッパ段高の火山である。なだらかな円錐形で最!弱点は 3，263mo 
f$} :3紀のヤ!])1JIから活動を統げるi!火山モラその火 IJは東Tfti800 m，南北500mもあり，
山腹には 250以上の寄生火山があり，史上80回以との噴火が記録され，辺りの町に多
大の被:;iをケえ，その主たるものl工1169，16fi9， Hi93司 1755，1792， 18:32ヲ 1852，1約G5~
1討79，11-1州、 1892ボおり、設近のは 1950年であったれこの IJI(:t Iリシア神話にι倣わ
}l， l"'~ 1. -)山以内も外も火と江りJI彼等は終に征服 hて， 仁 lナの山のトに生Jl1
めにされ iL た。この 111 の下で彼 λ~i(工今でも時によると H由の身になりたいと泌掻
き， 地震を起こ Lてそのぬ(シチリ 7，(]j)を民わすことがあります。 この[3:神たわの
応;土ユ lナ1を突さ抜げて交わのほります。人々はそれし企見て火山がIlJi火寸一ると言っ
てい主すjいえノレブインチIo
このぬの寅;族に主主主れ， ユーヲェ FriedrichvVilhelm NietzscheのしばLばふれ
る山代ギリシアの哲学者エンベドクレス Emped口kles(ca. 前 49:j 年~ca.43:1年)が
この山に身を投じて死んだという伝説はミノレトン Miltonの PωゐadiseLost， メレテ
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また， ζ の度お世話になった三回のイタリア大使節，ローマの IstiluloGiapponese 
di CultLua， 'f代田区三番町のローマ法王!'Jに，また ENITlイタリア政府観光局)
のイッポリト・ 1;/ インチエンティ・マレ~) ，京都大学の野上京:東京外fiiI語大学の佐
野敬彦の各氏に心から感謝の訟を友する。
(42) 
